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編集後記

日々、生き物や動物と接しています。うちの庭に大勢の鶏が勝手にやって来て、10個から12個程度、1日1個、卵を温めていきます。
ひよこは殻から出て来てすぐ活動しますが毎日毎日、動物に食われたりめんどりとはぐれたりして亡くなっていき、最後は二羽か
三羽に落ち着きます。大きくなっていくひよこを見て、「ピヨちゃんたち大きくなるんだよ～！」と祈っています。うちの動物たちや
周囲の生き物にも祝福し祈っています。

大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

ゆうちょ 00900-7-313674 ／ 三菱UFJ 玉造支店（普）0125795 ／ 三井住友 玉造支店（普）6695584
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─  聖 書 は 預 言 書 で あ ることを 日 本 人 が 知 るように  ─  

③第4回オメガプレミアム・グレイスツアー「イスラエル&ヨルダン（ペトラ）の旅」
・いよいよ、6月の出発前に、最終の案内や調整が続いています。加速し

続ける時代の中で、今回43名（現地ガイドスタッフ含めて）の祈りが現地で
捧げられます。どうぞ、日本からのオメガツアー団を主の御手と臨在に
包まれた中で、現地のイスラエル・ヨルダンを祝福し、神の国を慕い求め、
主の御顔が照らされる旅となりますよう、共にとりなしお祈りください。

④第5回オメガプレミアム・グレイスツアー「イスラエル&ヨルダン（ペトラ）の旅」
・2024年2月27日～3月7日
・事前優先予約申込期間4月1日～15日、35名の定員が満席となりました。

現在、40名の枠で出発する準備の調整に入りました。感謝を込めて
ご報告いたします。
・日本から、ご再臨の現場となるイスラエルとヨルダンを訪れ、祈る旅の

準備を覚えて、どうぞ引き続き覚えてお祈りください。

祈りの課題
OMEGA2030日本宣教プラン「OJ47」の活動を覚えて
①第2回日本列島縦断講演オメガグレイス・ジャパンツアー2023
・第2回日本列島縦断講演は、2023年9月下旬～11月中旬を予定してい

ます。多数のお申し込みを感謝申し上げます。現在、最終のスケジュール
調整に入っています。引き続き、日本全国の教会と地域のリバイバルを
覚えて共にお祈りください。
訪問予定地域：北海道、埼玉県、東京都、神奈川県、愛知県、京都府、
　　　　　　  奈良県、大阪府、兵庫県

②第3回日本列島縦断講演オメガグレイス・ジャパンツアー2024
・2024年の春～秋を予定しています。

※2023年4月20日から事前予約申込受付を開始します。
添付のチラシ申込書があります。お電話、FAX、Eメール
にて受付します。

主の恵みの年、われらの神の復讐の日を告げ、すべての嘆き悲しむ者を慰めるために。シオンの嘆き悲しむ者たちに、灰の代わりに
頭の飾りを、嘆きの代わりに喜びの油を、憂いの心の代わりに賛美の外套を着けさせるために　　　　イザヤ書61章2～3a節

2023年 主題聖句
主の恵みの年を告げる

オメガ活動ビジョン

オメガ・グレイス・プロジェクト2023－24

第3回 日本列島縦断講演 
オメガグイレス・ジャパンツアー2024　

2024年春～秋予定

第6回 オメガプレミアム・グレイスツアー
栄子・スティーブンスと行く イスラエル＆イタリア（ローマ）10日間の旅 
2023年5月1日（月）から事前優先予約案内スタートします！

日程：2025年2～3月（予定見込み）
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いよいよ2023年4月20日より申込受付開始します！
・添付のチラシ申込書があります。お電話、FAX、Eメールにて受付を開始します。

（細井浩子）
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イエス・キリストを救い主と信じている教
会の人々は、死ぬと天国に行きます。彼ら
の霊と魂は、天で主と共にいましたが、キ
リストの花嫁を迎えにこられる主は、その
人々も一緒に天から連れて来られます。

4章15節と16節で、「主が再び来られる
ときまで生き残っている私たちが、死んでい
る人々に優先するようなことは決してありま
せん。……ご自身天から下って来られます。
それからキリストにある死者が、まず初めに
よみがえり、」とあり、生き残っている教会は、
亡くなった人より先に、復活の栄光の御体
を頂くことはありません。まず亡くなった
人々の体が墓から復活し、主と共に来た霊
と魂と合体して栄光の御体になります。

17節で、「次に、生き残っている私たちが、
たちまち彼らといっしょに雲の中に一挙に引
き上げられ、空中で主と会うのです。このよ
うにして、私たちは、いつまでも主とともに
いることになります」。生き残っている私た
ちは、コリント人への手紙 第一15章52節
に記されているように、瞬時に生身の肉体
から栄光の御体に変えられるのです。こうし
て、教会は千年間だけではなくいつまでも
主と共にいるのです。

一旦、大患難時代が始まると、ダニエル
書9章27節に預言されているように、7年
間続きます。マタイの福音書24章36節に
も、「その日、その時がいつであるかは、だ
れも知りません。天の御使いたちも子も知
りません。ただ父だけが知っておられます」
と言うように誰も分からないのです。これは、
教会の携挙のことを語っていると考えられ
ます。その場合、誰にも分らないことで口
論をせず、大患難時代前携挙説なのか、中
間なのか、終わりなのか、常に覚え、主に
従ってどんな患難にも耐えることができる信
仰を持って、牧師先生に従いながら歩んで
いきましょう。

千年王国であるメシア王国の王の王はイ
エス・キリストです。聖徒たちは、大患難
時代を生き延びた人たちから生まれてくる多
くの生身の人間を統治し支配する王となり、
神様の下に導く祭司たちとなっていきます。

たった7年の大患難時代を通過した聖徒
たちが、どうして教会が王となり祭司となる
時に同等の位を頂いているのか、疑問に思
われる方がおられるかもしれません。しかし、
マタイの福音書20章1節から14節で、ブ
ドウ園に雇われた人々のことを、イエス様が
たとえで語られていました。9時、12時、3
時、そして5時から人々が雇われていますが、
どの時間の人も1デナリの報酬が約束され
ました。最後の午後5時、夕方に雇われた
人々がいて、ほんの少しの間しか働いてい
なかったのに、同じ1デナリの報酬を雇い
主から貰いました。

マタイの福音書20章10節から14節、「最
初の者たちがもらいに来て、もっと多くもら
えるだろうと思ったが、彼らもやはりひとり
一デナリずつであった。そこで、彼らはそれ
を受け取ると、主人に文句をつけて、言った。

『この最後の連中は一時間しか働かなかった
のに、あなたは私たちと同じにしました。私
たちは一日中、労苦と焼けるような暑さを
辛抱したのです。』しかし、彼はそのひとり
に答えて言った。『友よ。私はあなたに何も
不当なことはしていない。あなたは私と一デ
ナリの約束をしたではありませんか。自分
の分を取って帰りなさい。ただ私としては、
この最後の人にも、あなたと同じだけ上げ
たいのです」

マタイの福音書20章13節で雇い主が、「友
よ。私はあなたに何も不当なことはしてい
ない。あなたは私と一デナリの約束をした
ではありませんか」と言われました。同様に、
最後に殉教した患難の聖徒たちが、2千年
間、主に仕えていた教会と同じ境遇に置か
れています。また、4千年間、主に従って
きたユダヤ民族にとって、待ちに待っていた
メシアの花嫁が異邦人の教会であったこと
は、苦い思いかもしれません。しかし、神
様に仕えてきた年月の長さだけではなく、
神様は一人ひとりを祝福したいと思ってお
られるのではないでしょうか。神様は誰に
も不当なことはなさらないのです。

エペソ人への手紙1章13節と14節、「こ
の方にあってあなたがたもまた、真理のこと
ば、あなたがたの救いの福音を聞き、また
それを信じたことにより、約束の聖霊をもっ
て証印を押されました。聖霊は私たちが御
国を受け継ぐことの保証です。これは神の
民の贖いのためであり、神の栄光がほめた
たえられるためです」

1章13節で、「それを信じたことにより、
約束の聖霊をもって証印を押されました」と
あり、教会の聖徒たちは、守られるという
約束があります。大患難時代に14万4千人
の伝道師が神の印を押されて、最後まで守
られたように、教会も聖霊の証印によって
守られるのです。

黙示録20章5節では、「そのほかの死者
は、千年の終わるまでは、生き返らなかった。
これが第一の復活である」と述べています。
教会は第一の復活の人々ではなく、ご再臨
の時に主と共に来ることが、ゼカリヤ書14
章5節で述べられています。第一の復活と、
教会の携挙は時間的にも場所的にも違いま
す。なぜなら、教会は携挙して天に上げら
れた後、天で婚姻が行われますから、携挙
の後そして再臨まで、ある程度の時間が掛
かると考えられます。

旧約の聖徒たちと大患難時代の聖徒たち
の復活が、第一の復活です。旧約の聖徒で
あるダニエルに語られているみことばは、ダ
ニエル書12章13節で、「あなたは終わりま
で歩み、休みに入れ。あなたは時の終わりに、
あなたの割り当ての地に立つ」と言われまし
た。ダニエルの霊と魂は天国にいますが、
時の終わりに体の復活があり、霊と魂が復
活した体と合体して、栄光の御体となります。
これが第一の復活です。

20章6節で、「この第一の復活にあずか
る者は幸いな者、聖なる者である。この人々
に対しては、第二の死は、なんの力も持っ
ていない。彼らは神とキリストとの祭司とな
り、キリストとともに、千年の間王となる」
とあります。キリストの花嫁である教会や、
第一の復活にあずかった、旧約の聖徒や大
患難時代の聖徒たちは、栄光の御体を頂い
ている者たちです。千年王国の終わりに起
こる審判のための第二の復活には、全く関
係していません。

また、黙示録9章1節の第五のラッパの
災難の時、「一つの星が天から地上に落ち
るのを見た。その星には底知れぬ穴を開く
かぎが与えられた」とあり、この穴が開けら
れ、煙が立ち上り、同時に悪霊の軍勢が現
れて、人間を苦しめることが許されています。

「底知れぬ所」は、どこまで行っても底が見
えない所だと思ってしまいますが、神学者
たちの考えでは、天井しかない、全く休む
ことができない所だと言われています。黙示
録20章2節で、「悪魔でありサタンである竜、
あの古い蛇を捕らえ、これを千年の間縛っ
て」無名の御使いによってサタンは捕らわれ、
千年間、底知れぬ場所に入れられます。千
年王国では、サタンは働くことができません。

サタンの敗北
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）20章1節か
ら3節、「また私は、御使いが底知れぬ所の
かぎと大きな鎖とを手に持って、天から下っ
て来るのを見た。彼は、悪魔でありサタン
である竜、あの古い蛇を捕らえ、これを千
年の間縛って、底知れぬ所に投げ込んで、
そこを閉じ、その上に封印して、千年の終
わるまでは、それが諸国の民を惑わすこと
のないようにした。サタンは、そのあとでし
ばらくの間、解き放されなければならない」

１節で、「また私は、御使いが底知れぬ
所のかぎと大きな鎖とを手に持って、天か
ら下って来るのを見た」とヨハネが言ってい
ます。ルカの福音書8章で、イエス様がガ
リラヤの向こう岸に行かれた時、悪霊につ
かれた男が墓場で叫んでいました。そこでイ
エス様が悪霊にその人から出ていくように命
じた時、「悪霊どもはイエスに、底知れぬ所
に行け、とはお命じになりませんようにと
願った」（ルカ8:31）。これは、悪霊たちが、
最も恐れている場所だと考えられます。

神学者の中にはユダの手紙1章6節で、「ま
た、主は、自分の領域を守らず、自分のおるべ
き所を捨てた御使いたちを、大いなる日のさ
ばきのために、永遠の束縛をもって、暗やみの
下に閉じ込められました」と記されている「暗
やみの下」も同じ所だと考えられています。

3節で、「底知れぬ所に投げ込んで、そこ
を閉じ、その上に封印して、千年の終わる
までは、それが諸国の民を惑わすことのな
いようにした」。アダムとエバの時から今日
に至るまで、人間を惑わしてきたサタンは、
千年王国では人間を惑わすことが許されな
いだけではなく、底知れぬ所から出ることも
できず、休むこともできないのです。

「サタンは、そのあとでしばらくの間、解き
放されなければならない」（3節）。反キリス
トと偽預言者は、あっけなく火と硫黄との
池に投げ込まれました。彼らはもう二度と
人々を惑わすことはできません。彼らの仕
事は終わりましたが、サタンの仕事はまだ
終わっていないのです。

千年王国の始まり
ダニエル書12章11節と12節、「常供の

ささげ物が取り除かれ、荒らす忌むべきも
のが据えられる時から千二百九十日がある。
幸いなことよ。忍んで待ち、千三百三十五
日に達する者は」とあります。大患難時代の
中間で反キリストは、「自分を高く上げ、神
の宮の中に座を設け、自分こそ神であると
宣言します」（Ⅱテサ2:4）と言っています。
神殿を自分のものとし、常供の捧げ物をも
取り除きました。こうして、反キリストは聖
書暦の42カ月（黙11:2）、つまり1260日間、
神殿を荒らし自分の偶像を置きます。

しかし、イエス様のご再臨によって、反キリス
トは偽預言者と共に火と硫黄との池であるゲ
ヘナに生きたまま投げ込まれます（黙19:20）。

ここで1260日が終わり、30日を足して
1290日になります。恐らく神殿に設置して
ある獣の像や忌むべき捧げ物などを取り除
き、神殿の清めのために、30日かかるのだ
ろうと思われます。

ダニエル書12章12節で、「幸いなことよ。
忍んで待ち、千三百三十五日に達する者は」
と、神殿の清めの1290日に45日を足します
と1335日になります。獣の像が世界中に置
かれていたと思いますが、それらを取り除き、
獣の世界を一掃するのに45日かかったので
す。これらの清めと掃除が終わるまで、生き延
びた者は幸いです。これからいよいよイエス
様とキリストの花嫁の婚宴が始まり、メシア
王国の始まりは教会である新婦が、メシア・
イエス様と共に過ごす祝宴から始まります。

第一の復活と教会の携挙
黙示録20章4節から7節、「また私は、多く

の座を見た。彼らはその上にすわった。そし
てさばきを行う権威が彼らに与えられた。ま
た私は、イエスのあかしと神のことばとのゆ
えに首をはねられた人たちのたましいと、獣
やその像を拝まず、その額や手に獣の刻印
を押されなかった人たちを見た。彼らは生き
返って、キリストとともに、千年の間王となっ
た。そのほかの死者は、千年の終わるまでは、
生き返らなかった。これが第一の復活である。

教会の携挙
教会の携挙（空中再臨）が、いつになるの

かはとても重要な質問です。教会はイエス
様のご再臨前に空中で主と出会う、教会用
語で言う「携挙」と呼ばれている空中再臨の
時に復活します。教会時代の終わりと大患
難時代の始まりの時に起こります（大患難前携

挙説の場合）。

また、生き残っている者は一瞬に変えら
れて、天に引き上げられることが、コリント
人への手紙 第一15章52節に記されていま
す。「終わりのラッパとともに、たちまち、
一瞬のうちにです。ラッパが鳴ると、死者は
朽ちないものによみがえり、私たちは変えら
れるのです」

テサロニケ人への手紙 第一4章13節から
18節、「眠った人々のことについては、兄
弟たち、あなたがたに知らないでいてもら
いたくありません。あなたがたが他の望み
のない人々のように悲しみに沈むことのない
ためです。私たちはイエスが死んで復活さ
れたことを信じています。それならば、神は
またそのように、イエスにあって眠った人々
をイエスといっしょに連れて来られるはずで
す。私たちは主のみことばのとおりに言いま
すが、主が再び来られるときまで生き残っ
ている私たちが、死んでいる人々に優先す
るようなことは決してありません。主は、号
令と、御使いのかしらの声と、神のラッパ
の響きのうちに、ご自身天から下って来られ
ます。それからキリストにある死者が、まず
初めによみがえり、次に、生き残っている私
たちが、たちまち彼らといっしょに雲の中に
一挙に引き上げられ、空中で主と会うのです。
このようにして、私たちは、いつまでも主と
ともにいることになります。こういうわけで
すから、このことばをもって互いに慰め合い
なさい」

テサロニケ人への手紙 第一4章14節、
「私たちはイエスが死んで復活されたことを
信じています。それならば、神はまたそのよ
うに、イエスにあって眠った人々をイエスと
いっしょに連れて来られるはずです」

この第一の復活にあずかる者は幸いな者、
聖なる者である。この人々に対しては、第二
の死は、なんの力も持っていない。彼らは
神とキリストとの祭司となり、キリストととも
に、千年の間王となる。しかし千年の終わ
りに、サタンはその牢から解き放され、」

4節で、「多くの座を見た。彼らはその上
にすわった」というのは、多くの座に座って
いる者たちで、教会の聖徒たちだと思われ
ます。「聖徒が世界をさばくようになること
を知らないのですか」（Ⅰコリ6:2）と、パウ
ロは異邦人教会であるコリントの教会の
人々に語っています。

同じく黙示録20章4節で、「イエスのあ
かしと神のことばとのゆえに首をはねられた
人たちのたましいと、」と言うのは、イエスを
信じ、伝道したゆえに、大患難時代前半に
殉教した人たちです。そして、「獣やその像
を拝まず、その額や手に獣の刻印を押され
なかった人たちを見た」（4節）と言うのは、
大患難時代後半に殉教した人々です。

20章4節と5節で、「彼らは生き返って、
キリストとともに、千年の間王となった。そ
のほかの死者は、千年の終わるまでは、生
き返らなかった。これが第一の復活である」。
大患難時代に殉教した人々は、最も困難な
時を通るからでしょうか、特別な扱いを主
から頂き、千年間、王となる約束が与えら
れます。この人々は、第一の復活にあずかっ
ていますから、教会とは違います。

大患難時代で殉教した聖徒たちは、教会の
聖徒たちと同様に、千年間、王となって、メシ
ア王国で活躍します。では、大患難時代を通
る聖徒たちと、教会の聖徒たちとは同じでは
ないかと思ってしまいますが、教会はキリスト
の花嫁であり、永遠にキリストの花嫁です。
千年間だけキリストの花嫁となって、王とな
り祭司となって働くだけではありません。

大患難時代を通る聖徒たちは、天国でキ
リストの花嫁の婚姻が行われている時には、
遭遇しません。その時は両者、地上と天と
に分かれていたからです。彼らは、第一の
復活にかかわっていますから、旧約の聖徒
たちと同じ時に、この地上で復活します。

主の恵みの年、われらの神の復讐の日を告げ、すべての嘆き悲しむ者を慰めるために。
シオンの嘆き悲しむ者たちに、灰の代わりに頭の飾りを、嘆きの代わりに喜びの油を、

憂いの心の代わりに賛美の外套を着けさせるために。　
イザヤ書61章2～3a節

2023年 主題聖句

主の恵みの年を告げる

オメガ活動ビジョン
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7年の恵みの年

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

第7回オメガプレミアムツアー　イスラエル＆ヨルダン（ペトラ）

第4回　日本列島縦断講演（10～13都道府県予定）

3年半3年半

第4回オメガプレミアムツアー　イスラエル＆ヨルダン（ペトラ）
第5回オメガプレミアムツアー　イスラエル＆ヨルダン（ペトラ）

第6回オメガプレミアムツアー　イスラエル＆イタリア（ローマ）

第1回　日本列島縦断講演（7都道府県）
第2回　日本列島縦断講演（10～13都道府県予定）

第3回　日本列島縦断講演（12～15都道府県予定）

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人々は幸いである。時が近づいているからである。
黙示録1:3

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を
設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンス

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 35

―その27未来の預言

イエス様の再臨後に千年王国が始まります。
今月は、千年王国の始まりと第一の復活について共に学んでまいりましょう。

千年王国の始まりと
第一の復活

教会時代 大患難時代

（（大患難前携挙説の場合）
   終わりのラッパ）

第一の復活 第二の復活

前半の
殉教

後半の
殉教

携挙

天で婚姻
（教会時代の聖徒）

（旧約の聖徒／大患難時代殉教者）

1260日間 30日間
（清め）

45日間
（掃除）

再臨昇天

千年王国

・サタンが千年縛られる
・イエス・キリストが王の王
・教会時代の聖徒は永遠にキリストの花嫁
　千年王国において祭司、王
・大患難時代の殉教者も千年王国において祭司、王



Israel Japan USA

Omega Japan
03

イエス・キリストを救い主と信じている教
会の人々は、死ぬと天国に行きます。彼ら
の霊と魂は、天で主と共にいましたが、キ
リストの花嫁を迎えにこられる主は、その
人々も一緒に天から連れて来られます。

4章15節と16節で、「主が再び来られる
ときまで生き残っている私たちが、死んでい
る人々に優先するようなことは決してありま
せん。……ご自身天から下って来られます。
それからキリストにある死者が、まず初めに
よみがえり、」とあり、生き残っている教会は、
亡くなった人より先に、復活の栄光の御体
を頂くことはありません。まず亡くなった
人々の体が墓から復活し、主と共に来た霊
と魂と合体して栄光の御体になります。

17節で、「次に、生き残っている私たちが、
たちまち彼らといっしょに雲の中に一挙に引
き上げられ、空中で主と会うのです。このよ
うにして、私たちは、いつまでも主とともに
いることになります」。生き残っている私た
ちは、コリント人への手紙 第一15章52節
に記されているように、瞬時に生身の肉体
から栄光の御体に変えられるのです。こうし
て、教会は千年間だけではなくいつまでも
主と共にいるのです。

一旦、大患難時代が始まると、ダニエル
書9章27節に預言されているように、7年
間続きます。マタイの福音書24章36節に
も、「その日、その時がいつであるかは、だ
れも知りません。天の御使いたちも子も知
りません。ただ父だけが知っておられます」
と言うように誰も分からないのです。これは、
教会の携挙のことを語っていると考えられ
ます。その場合、誰にも分らないことで口
論をせず、大患難時代前携挙説なのか、中
間なのか、終わりなのか、常に覚え、主に
従ってどんな患難にも耐えることができる信
仰を持って、牧師先生に従いながら歩んで
いきましょう。

千年王国であるメシア王国の王の王はイ
エス・キリストです。聖徒たちは、大患難
時代を生き延びた人たちから生まれてくる多
くの生身の人間を統治し支配する王となり、
神様の下に導く祭司たちとなっていきます。

たった7年の大患難時代を通過した聖徒
たちが、どうして教会が王となり祭司となる
時に同等の位を頂いているのか、疑問に思
われる方がおられるかもしれません。しかし、
マタイの福音書20章1節から14節で、ブ
ドウ園に雇われた人々のことを、イエス様が
たとえで語られていました。9時、12時、3
時、そして5時から人々が雇われていますが、
どの時間の人も1デナリの報酬が約束され
ました。最後の午後5時、夕方に雇われた
人々がいて、ほんの少しの間しか働いてい
なかったのに、同じ1デナリの報酬を雇い
主から貰いました。

マタイの福音書20章10節から14節、「最
初の者たちがもらいに来て、もっと多くもら
えるだろうと思ったが、彼らもやはりひとり
一デナリずつであった。そこで、彼らはそれ
を受け取ると、主人に文句をつけて、言った。

『この最後の連中は一時間しか働かなかった
のに、あなたは私たちと同じにしました。私
たちは一日中、労苦と焼けるような暑さを
辛抱したのです。』しかし、彼はそのひとり
に答えて言った。『友よ。私はあなたに何も
不当なことはしていない。あなたは私と一デ
ナリの約束をしたではありませんか。自分
の分を取って帰りなさい。ただ私としては、
この最後の人にも、あなたと同じだけ上げ
たいのです」

マタイの福音書20章13節で雇い主が、「友
よ。私はあなたに何も不当なことはしてい
ない。あなたは私と一デナリの約束をした
ではありませんか」と言われました。同様に、
最後に殉教した患難の聖徒たちが、2千年
間、主に仕えていた教会と同じ境遇に置か
れています。また、4千年間、主に従って
きたユダヤ民族にとって、待ちに待っていた
メシアの花嫁が異邦人の教会であったこと
は、苦い思いかもしれません。しかし、神
様に仕えてきた年月の長さだけではなく、
神様は一人ひとりを祝福したいと思ってお
られるのではないでしょうか。神様は誰に
も不当なことはなさらないのです。

エペソ人への手紙1章13節と14節、「こ
の方にあってあなたがたもまた、真理のこと
ば、あなたがたの救いの福音を聞き、また
それを信じたことにより、約束の聖霊をもっ
て証印を押されました。聖霊は私たちが御
国を受け継ぐことの保証です。これは神の
民の贖いのためであり、神の栄光がほめた
たえられるためです」

1章13節で、「それを信じたことにより、
約束の聖霊をもって証印を押されました」と
あり、教会の聖徒たちは、守られるという
約束があります。大患難時代に14万4千人
の伝道師が神の印を押されて、最後まで守
られたように、教会も聖霊の証印によって
守られるのです。

黙示録20章5節では、「そのほかの死者
は、千年の終わるまでは、生き返らなかった。
これが第一の復活である」と述べています。
教会は第一の復活の人々ではなく、ご再臨
の時に主と共に来ることが、ゼカリヤ書14
章5節で述べられています。第一の復活と、
教会の携挙は時間的にも場所的にも違いま
す。なぜなら、教会は携挙して天に上げら
れた後、天で婚姻が行われますから、携挙
の後そして再臨まで、ある程度の時間が掛
かると考えられます。

旧約の聖徒たちと大患難時代の聖徒たち
の復活が、第一の復活です。旧約の聖徒で
あるダニエルに語られているみことばは、ダ
ニエル書12章13節で、「あなたは終わりま
で歩み、休みに入れ。あなたは時の終わりに、
あなたの割り当ての地に立つ」と言われまし
た。ダニエルの霊と魂は天国にいますが、
時の終わりに体の復活があり、霊と魂が復
活した体と合体して、栄光の御体となります。
これが第一の復活です。

20章6節で、「この第一の復活にあずか
る者は幸いな者、聖なる者である。この人々
に対しては、第二の死は、なんの力も持っ
ていない。彼らは神とキリストとの祭司とな
り、キリストとともに、千年の間王となる」
とあります。キリストの花嫁である教会や、
第一の復活にあずかった、旧約の聖徒や大
患難時代の聖徒たちは、栄光の御体を頂い
ている者たちです。千年王国の終わりに起
こる審判のための第二の復活には、全く関
係していません。

また、黙示録9章1節の第五のラッパの
災難の時、「一つの星が天から地上に落ち
るのを見た。その星には底知れぬ穴を開く
かぎが与えられた」とあり、この穴が開けら
れ、煙が立ち上り、同時に悪霊の軍勢が現
れて、人間を苦しめることが許されています。

「底知れぬ所」は、どこまで行っても底が見
えない所だと思ってしまいますが、神学者
たちの考えでは、天井しかない、全く休む
ことができない所だと言われています。黙示
録20章2節で、「悪魔でありサタンである竜、
あの古い蛇を捕らえ、これを千年の間縛っ
て」無名の御使いによってサタンは捕らわれ、
千年間、底知れぬ場所に入れられます。千
年王国では、サタンは働くことができません。

サタンの敗北
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）20章1節か
ら3節、「また私は、御使いが底知れぬ所の
かぎと大きな鎖とを手に持って、天から下っ
て来るのを見た。彼は、悪魔でありサタン
である竜、あの古い蛇を捕らえ、これを千
年の間縛って、底知れぬ所に投げ込んで、
そこを閉じ、その上に封印して、千年の終
わるまでは、それが諸国の民を惑わすこと
のないようにした。サタンは、そのあとでし
ばらくの間、解き放されなければならない」

１節で、「また私は、御使いが底知れぬ
所のかぎと大きな鎖とを手に持って、天か
ら下って来るのを見た」とヨハネが言ってい
ます。ルカの福音書8章で、イエス様がガ
リラヤの向こう岸に行かれた時、悪霊につ
かれた男が墓場で叫んでいました。そこでイ
エス様が悪霊にその人から出ていくように命
じた時、「悪霊どもはイエスに、底知れぬ所
に行け、とはお命じになりませんようにと
願った」（ルカ8:31）。これは、悪霊たちが、
最も恐れている場所だと考えられます。

神学者の中にはユダの手紙1章6節で、「ま
た、主は、自分の領域を守らず、自分のおるべ
き所を捨てた御使いたちを、大いなる日のさ
ばきのために、永遠の束縛をもって、暗やみの
下に閉じ込められました」と記されている「暗
やみの下」も同じ所だと考えられています。

3節で、「底知れぬ所に投げ込んで、そこ
を閉じ、その上に封印して、千年の終わる
までは、それが諸国の民を惑わすことのな
いようにした」。アダムとエバの時から今日
に至るまで、人間を惑わしてきたサタンは、
千年王国では人間を惑わすことが許されな
いだけではなく、底知れぬ所から出ることも
できず、休むこともできないのです。

「サタンは、そのあとでしばらくの間、解き
放されなければならない」（3節）。反キリス
トと偽預言者は、あっけなく火と硫黄との
池に投げ込まれました。彼らはもう二度と
人々を惑わすことはできません。彼らの仕
事は終わりましたが、サタンの仕事はまだ
終わっていないのです。

千年王国の始まり
ダニエル書12章11節と12節、「常供の

ささげ物が取り除かれ、荒らす忌むべきも
のが据えられる時から千二百九十日がある。
幸いなことよ。忍んで待ち、千三百三十五
日に達する者は」とあります。大患難時代の
中間で反キリストは、「自分を高く上げ、神
の宮の中に座を設け、自分こそ神であると
宣言します」（Ⅱテサ2:4）と言っています。
神殿を自分のものとし、常供の捧げ物をも
取り除きました。こうして、反キリストは聖
書暦の42カ月（黙11:2）、つまり1260日間、
神殿を荒らし自分の偶像を置きます。

しかし、イエス様のご再臨によって、反キリス
トは偽預言者と共に火と硫黄との池であるゲ
ヘナに生きたまま投げ込まれます（黙19:20）。

ここで1260日が終わり、30日を足して
1290日になります。恐らく神殿に設置して
ある獣の像や忌むべき捧げ物などを取り除
き、神殿の清めのために、30日かかるのだ
ろうと思われます。

ダニエル書12章12節で、「幸いなことよ。
忍んで待ち、千三百三十五日に達する者は」
と、神殿の清めの1290日に45日を足します
と1335日になります。獣の像が世界中に置
かれていたと思いますが、それらを取り除き、
獣の世界を一掃するのに45日かかったので
す。これらの清めと掃除が終わるまで、生き延
びた者は幸いです。これからいよいよイエス
様とキリストの花嫁の婚宴が始まり、メシア
王国の始まりは教会である新婦が、メシア・
イエス様と共に過ごす祝宴から始まります。

第一の復活と教会の携挙
黙示録20章4節から7節、「また私は、多く

の座を見た。彼らはその上にすわった。そし
てさばきを行う権威が彼らに与えられた。ま
た私は、イエスのあかしと神のことばとのゆ
えに首をはねられた人たちのたましいと、獣
やその像を拝まず、その額や手に獣の刻印
を押されなかった人たちを見た。彼らは生き
返って、キリストとともに、千年の間王となっ
た。そのほかの死者は、千年の終わるまでは、
生き返らなかった。これが第一の復活である。

教会の携挙
教会の携挙（空中再臨）が、いつになるの

かはとても重要な質問です。教会はイエス
様のご再臨前に空中で主と出会う、教会用
語で言う「携挙」と呼ばれている空中再臨の
時に復活します。教会時代の終わりと大患
難時代の始まりの時に起こります（大患難前携

挙説の場合）。

また、生き残っている者は一瞬に変えら
れて、天に引き上げられることが、コリント
人への手紙 第一15章52節に記されていま
す。「終わりのラッパとともに、たちまち、
一瞬のうちにです。ラッパが鳴ると、死者は
朽ちないものによみがえり、私たちは変えら
れるのです」

テサロニケ人への手紙 第一4章13節から
18節、「眠った人々のことについては、兄
弟たち、あなたがたに知らないでいてもら
いたくありません。あなたがたが他の望み
のない人々のように悲しみに沈むことのない
ためです。私たちはイエスが死んで復活さ
れたことを信じています。それならば、神は
またそのように、イエスにあって眠った人々
をイエスといっしょに連れて来られるはずで
す。私たちは主のみことばのとおりに言いま
すが、主が再び来られるときまで生き残っ
ている私たちが、死んでいる人々に優先す
るようなことは決してありません。主は、号
令と、御使いのかしらの声と、神のラッパ
の響きのうちに、ご自身天から下って来られ
ます。それからキリストにある死者が、まず
初めによみがえり、次に、生き残っている私
たちが、たちまち彼らといっしょに雲の中に
一挙に引き上げられ、空中で主と会うのです。
このようにして、私たちは、いつまでも主と
ともにいることになります。こういうわけで
すから、このことばをもって互いに慰め合い
なさい」

テサロニケ人への手紙 第一4章14節、
「私たちはイエスが死んで復活されたことを
信じています。それならば、神はまたそのよ
うに、イエスにあって眠った人々をイエスと
いっしょに連れて来られるはずです」

この第一の復活にあずかる者は幸いな者、
聖なる者である。この人々に対しては、第二
の死は、なんの力も持っていない。彼らは
神とキリストとの祭司となり、キリストととも
に、千年の間王となる。しかし千年の終わ
りに、サタンはその牢から解き放され、」

4節で、「多くの座を見た。彼らはその上
にすわった」というのは、多くの座に座って
いる者たちで、教会の聖徒たちだと思われ
ます。「聖徒が世界をさばくようになること
を知らないのですか」（Ⅰコリ6:2）と、パウ
ロは異邦人教会であるコリントの教会の
人々に語っています。

同じく黙示録20章4節で、「イエスのあ
かしと神のことばとのゆえに首をはねられた
人たちのたましいと、」と言うのは、イエスを
信じ、伝道したゆえに、大患難時代前半に
殉教した人たちです。そして、「獣やその像
を拝まず、その額や手に獣の刻印を押され
なかった人たちを見た」（4節）と言うのは、
大患難時代後半に殉教した人々です。

20章4節と5節で、「彼らは生き返って、
キリストとともに、千年の間王となった。そ
のほかの死者は、千年の終わるまでは、生
き返らなかった。これが第一の復活である」。
大患難時代に殉教した人々は、最も困難な
時を通るからでしょうか、特別な扱いを主
から頂き、千年間、王となる約束が与えら
れます。この人々は、第一の復活にあずかっ
ていますから、教会とは違います。

大患難時代で殉教した聖徒たちは、教会の
聖徒たちと同様に、千年間、王となって、メシ
ア王国で活躍します。では、大患難時代を通
る聖徒たちと、教会の聖徒たちとは同じでは
ないかと思ってしまいますが、教会はキリスト
の花嫁であり、永遠にキリストの花嫁です。
千年間だけキリストの花嫁となって、王とな
り祭司となって働くだけではありません。

大患難時代を通る聖徒たちは、天国でキ
リストの花嫁の婚姻が行われている時には、
遭遇しません。その時は両者、地上と天と
に分かれていたからです。彼らは、第一の
復活にかかわっていますから、旧約の聖徒
たちと同じ時に、この地上で復活します。

主の恵みの年、われらの神の復讐の日を告げ、すべての嘆き悲しむ者を慰めるために。
シオンの嘆き悲しむ者たちに、灰の代わりに頭の飾りを、嘆きの代わりに喜びの油を、

憂いの心の代わりに賛美の外套を着けさせるために。　
イザヤ書61章2～3a節

2023年 主題聖句

主の恵みの年を告げる

オメガ活動ビジョン

OMEGA
２０３０日本宣教ビジョンプラン「OJ47」

2023

7年の恵みの年

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

第7回オメガプレミアムツアー　イスラエル＆ヨルダン（ペトラ）

第4回　日本列島縦断講演（10～13都道府県予定）

3年半3年半

第4回オメガプレミアムツアー　イスラエル＆ヨルダン（ペトラ）
第5回オメガプレミアムツアー　イスラエル＆ヨルダン（ペトラ）

第6回オメガプレミアムツアー　イスラエル＆イタリア（ローマ）

第1回　日本列島縦断講演（7都道府県）
第2回　日本列島縦断講演（10～13都道府県予定）

第3回　日本列島縦断講演（12～15都道府県予定）

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人々は幸いである。時が近づいているからである。
黙示録1:3

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を
設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンス

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 35

―その27未来の預言

イエス様の再臨後に千年王国が始まります。
今月は、千年王国の始まりと第一の復活について共に学んでまいりましょう。

千年王国の始まりと
第一の復活

教会時代 大患難時代

（（大患難前携挙説の場合）
   終わりのラッパ）

第一の復活 第二の復活

前半の
殉教

後半の
殉教

携挙

天で婚姻
（教会時代の聖徒）

（旧約の聖徒／大患難時代殉教者）

1260日間 30日間
（清め）

45日間
（掃除）

再臨昇天

千年王国

・サタンが千年縛られる
・イエス・キリストが王の王
・教会時代の聖徒は永遠にキリストの花嫁
　千年王国において祭司、王
・大患難時代の殉教者も千年王国において祭司、王
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マタイの福音書 20章14節

©timeofreckoning.org

イエス・キリストを救い主と信じている教
会の人々は、死ぬと天国に行きます。彼ら
の霊と魂は、天で主と共にいましたが、キ
リストの花嫁を迎えにこられる主は、その
人々も一緒に天から連れて来られます。

4章15節と16節で、「主が再び来られる
ときまで生き残っている私たちが、死んでい
る人々に優先するようなことは決してありま
せん。……ご自身天から下って来られます。
それからキリストにある死者が、まず初めに
よみがえり、」とあり、生き残っている教会は、
亡くなった人より先に、復活の栄光の御体
を頂くことはありません。まず亡くなった
人々の体が墓から復活し、主と共に来た霊
と魂と合体して栄光の御体になります。

17節で、「次に、生き残っている私たちが、
たちまち彼らといっしょに雲の中に一挙に引
き上げられ、空中で主と会うのです。このよ
うにして、私たちは、いつまでも主とともに
いることになります」。生き残っている私た
ちは、コリント人への手紙 第一15章52節
に記されているように、瞬時に生身の肉体
から栄光の御体に変えられるのです。こうし
て、教会は千年間だけではなくいつまでも
主と共にいるのです。

一旦、大患難時代が始まると、ダニエル
書9章27節に預言されているように、7年
間続きます。マタイの福音書24章36節に
も、「その日、その時がいつであるかは、だ
れも知りません。天の御使いたちも子も知
りません。ただ父だけが知っておられます」
と言うように誰も分からないのです。これは、
教会の携挙のことを語っていると考えられ
ます。その場合、誰にも分らないことで口
論をせず、大患難時代前携挙説なのか、中
間なのか、終わりなのか、常に覚え、主に
従ってどんな患難にも耐えることができる信
仰を持って、牧師先生に従いながら歩んで
いきましょう。

千年王国であるメシア王国の王の王はイ
エス・キリストです。聖徒たちは、大患難
時代を生き延びた人たちから生まれてくる多
くの生身の人間を統治し支配する王となり、
神様の下に導く祭司たちとなっていきます。

たった7年の大患難時代を通過した聖徒
たちが、どうして教会が王となり祭司となる
時に同等の位を頂いているのか、疑問に思
われる方がおられるかもしれません。しかし、
マタイの福音書20章1節から14節で、ブ
ドウ園に雇われた人々のことを、イエス様が
たとえで語られていました。9時、12時、3
時、そして5時から人々が雇われていますが、
どの時間の人も1デナリの報酬が約束され
ました。最後の午後5時、夕方に雇われた
人々がいて、ほんの少しの間しか働いてい
なかったのに、同じ1デナリの報酬を雇い
主から貰いました。

マタイの福音書20章10節から14節、「最
初の者たちがもらいに来て、もっと多くもら
えるだろうと思ったが、彼らもやはりひとり
一デナリずつであった。そこで、彼らはそれ
を受け取ると、主人に文句をつけて、言った。

『この最後の連中は一時間しか働かなかった
のに、あなたは私たちと同じにしました。私
たちは一日中、労苦と焼けるような暑さを
辛抱したのです。』しかし、彼はそのひとり
に答えて言った。『友よ。私はあなたに何も
不当なことはしていない。あなたは私と一デ
ナリの約束をしたではありませんか。自分
の分を取って帰りなさい。ただ私としては、
この最後の人にも、あなたと同じだけ上げ
たいのです」

マタイの福音書20章13節で雇い主が、「友
よ。私はあなたに何も不当なことはしてい
ない。あなたは私と一デナリの約束をした
ではありませんか」と言われました。同様に、
最後に殉教した患難の聖徒たちが、2千年
間、主に仕えていた教会と同じ境遇に置か
れています。また、4千年間、主に従って
きたユダヤ民族にとって、待ちに待っていた
メシアの花嫁が異邦人の教会であったこと
は、苦い思いかもしれません。しかし、神
様に仕えてきた年月の長さだけではなく、
神様は一人ひとりを祝福したいと思ってお
られるのではないでしょうか。神様は誰に
も不当なことはなさらないのです。

(C) edcast.org

エペソ人への手紙1章13節と14節、「こ
の方にあってあなたがたもまた、真理のこと
ば、あなたがたの救いの福音を聞き、また
それを信じたことにより、約束の聖霊をもっ
て証印を押されました。聖霊は私たちが御
国を受け継ぐことの保証です。これは神の
民の贖いのためであり、神の栄光がほめた
たえられるためです」

1章13節で、「それを信じたことにより、
約束の聖霊をもって証印を押されました」と
あり、教会の聖徒たちは、守られるという
約束があります。大患難時代に14万4千人
の伝道師が神の印を押されて、最後まで守
られたように、教会も聖霊の証印によって
守られるのです。

黙示録20章5節では、「そのほかの死者
は、千年の終わるまでは、生き返らなかった。
これが第一の復活である」と述べています。
教会は第一の復活の人々ではなく、ご再臨
の時に主と共に来ることが、ゼカリヤ書14
章5節で述べられています。第一の復活と、
教会の携挙は時間的にも場所的にも違いま
す。なぜなら、教会は携挙して天に上げら
れた後、天で婚姻が行われますから、携挙
の後そして再臨まで、ある程度の時間が掛
かると考えられます。

旧約の聖徒たちと大患難時代の聖徒たち
の復活が、第一の復活です。旧約の聖徒で
あるダニエルに語られているみことばは、ダ
ニエル書12章13節で、「あなたは終わりま
で歩み、休みに入れ。あなたは時の終わりに、
あなたの割り当ての地に立つ」と言われまし
た。ダニエルの霊と魂は天国にいますが、
時の終わりに体の復活があり、霊と魂が復
活した体と合体して、栄光の御体となります。
これが第一の復活です。

20章6節で、「この第一の復活にあずか
る者は幸いな者、聖なる者である。この人々
に対しては、第二の死は、なんの力も持っ
ていない。彼らは神とキリストとの祭司とな
り、キリストとともに、千年の間王となる」
とあります。キリストの花嫁である教会や、
第一の復活にあずかった、旧約の聖徒や大
患難時代の聖徒たちは、栄光の御体を頂い
ている者たちです。千年王国の終わりに起
こる審判のための第二の復活には、全く関
係していません。

また、黙示録9章1節の第五のラッパの
災難の時、「一つの星が天から地上に落ち
るのを見た。その星には底知れぬ穴を開く
かぎが与えられた」とあり、この穴が開けら
れ、煙が立ち上り、同時に悪霊の軍勢が現
れて、人間を苦しめることが許されています。

「底知れぬ所」は、どこまで行っても底が見
えない所だと思ってしまいますが、神学者
たちの考えでは、天井しかない、全く休む
ことができない所だと言われています。黙示
録20章2節で、「悪魔でありサタンである竜、
あの古い蛇を捕らえ、これを千年の間縛っ
て」無名の御使いによってサタンは捕らわれ、
千年間、底知れぬ場所に入れられます。千
年王国では、サタンは働くことができません。

サタンの敗北
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）20章1節か
ら3節、「また私は、御使いが底知れぬ所の
かぎと大きな鎖とを手に持って、天から下っ
て来るのを見た。彼は、悪魔でありサタン
である竜、あの古い蛇を捕らえ、これを千
年の間縛って、底知れぬ所に投げ込んで、
そこを閉じ、その上に封印して、千年の終
わるまでは、それが諸国の民を惑わすこと
のないようにした。サタンは、そのあとでし
ばらくの間、解き放されなければならない」

１節で、「また私は、御使いが底知れぬ
所のかぎと大きな鎖とを手に持って、天か
ら下って来るのを見た」とヨハネが言ってい
ます。ルカの福音書8章で、イエス様がガ
リラヤの向こう岸に行かれた時、悪霊につ
かれた男が墓場で叫んでいました。そこでイ
エス様が悪霊にその人から出ていくように命
じた時、「悪霊どもはイエスに、底知れぬ所
に行け、とはお命じになりませんようにと
願った」（ルカ8:31）。これは、悪霊たちが、
最も恐れている場所だと考えられます。

神学者の中にはユダの手紙1章6節で、「ま
た、主は、自分の領域を守らず、自分のおるべ
き所を捨てた御使いたちを、大いなる日のさ
ばきのために、永遠の束縛をもって、暗やみの
下に閉じ込められました」と記されている「暗
やみの下」も同じ所だと考えられています。

3節で、「底知れぬ所に投げ込んで、そこ
を閉じ、その上に封印して、千年の終わる
までは、それが諸国の民を惑わすことのな
いようにした」。アダムとエバの時から今日
に至るまで、人間を惑わしてきたサタンは、
千年王国では人間を惑わすことが許されな
いだけではなく、底知れぬ所から出ることも
できず、休むこともできないのです。

「サタンは、そのあとでしばらくの間、解き
放されなければならない」（3節）。反キリス
トと偽預言者は、あっけなく火と硫黄との
池に投げ込まれました。彼らはもう二度と
人々を惑わすことはできません。彼らの仕
事は終わりましたが、サタンの仕事はまだ
終わっていないのです。

千年王国の始まり
ダニエル書12章11節と12節、「常供の

ささげ物が取り除かれ、荒らす忌むべきも
のが据えられる時から千二百九十日がある。
幸いなことよ。忍んで待ち、千三百三十五
日に達する者は」とあります。大患難時代の
中間で反キリストは、「自分を高く上げ、神
の宮の中に座を設け、自分こそ神であると
宣言します」（Ⅱテサ2:4）と言っています。
神殿を自分のものとし、常供の捧げ物をも
取り除きました。こうして、反キリストは聖
書暦の42カ月（黙11:2）、つまり1260日間、
神殿を荒らし自分の偶像を置きます。

しかし、イエス様のご再臨によって、反キリス
トは偽預言者と共に火と硫黄との池であるゲ
ヘナに生きたまま投げ込まれます（黙19:20）。

ここで1260日が終わり、30日を足して
1290日になります。恐らく神殿に設置して
ある獣の像や忌むべき捧げ物などを取り除
き、神殿の清めのために、30日かかるのだ
ろうと思われます。

ダニエル書12章12節で、「幸いなことよ。
忍んで待ち、千三百三十五日に達する者は」
と、神殿の清めの1290日に45日を足します
と1335日になります。獣の像が世界中に置
かれていたと思いますが、それらを取り除き、
獣の世界を一掃するのに45日かかったので
す。これらの清めと掃除が終わるまで、生き延
びた者は幸いです。これからいよいよイエス
様とキリストの花嫁の婚宴が始まり、メシア
王国の始まりは教会である新婦が、メシア・
イエス様と共に過ごす祝宴から始まります。

第一の復活と教会の携挙
黙示録20章4節から7節、「また私は、多く

の座を見た。彼らはその上にすわった。そし
てさばきを行う権威が彼らに与えられた。ま
た私は、イエスのあかしと神のことばとのゆ
えに首をはねられた人たちのたましいと、獣
やその像を拝まず、その額や手に獣の刻印
を押されなかった人たちを見た。彼らは生き
返って、キリストとともに、千年の間王となっ
た。そのほかの死者は、千年の終わるまでは、
生き返らなかった。これが第一の復活である。

教会の携挙
教会の携挙（空中再臨）が、いつになるの

かはとても重要な質問です。教会はイエス
様のご再臨前に空中で主と出会う、教会用
語で言う「携挙」と呼ばれている空中再臨の
時に復活します。教会時代の終わりと大患
難時代の始まりの時に起こります（大患難前携

挙説の場合）。

また、生き残っている者は一瞬に変えら
れて、天に引き上げられることが、コリント
人への手紙 第一15章52節に記されていま
す。「終わりのラッパとともに、たちまち、
一瞬のうちにです。ラッパが鳴ると、死者は
朽ちないものによみがえり、私たちは変えら
れるのです」

テサロニケ人への手紙 第一4章13節から
18節、「眠った人々のことについては、兄
弟たち、あなたがたに知らないでいてもら
いたくありません。あなたがたが他の望み
のない人々のように悲しみに沈むことのない
ためです。私たちはイエスが死んで復活さ
れたことを信じています。それならば、神は
またそのように、イエスにあって眠った人々
をイエスといっしょに連れて来られるはずで
す。私たちは主のみことばのとおりに言いま
すが、主が再び来られるときまで生き残っ
ている私たちが、死んでいる人々に優先す
るようなことは決してありません。主は、号
令と、御使いのかしらの声と、神のラッパ
の響きのうちに、ご自身天から下って来られ
ます。それからキリストにある死者が、まず
初めによみがえり、次に、生き残っている私
たちが、たちまち彼らといっしょに雲の中に
一挙に引き上げられ、空中で主と会うのです。
このようにして、私たちは、いつまでも主と
ともにいることになります。こういうわけで
すから、このことばをもって互いに慰め合い
なさい」

テサロニケ人への手紙 第一4章14節、
「私たちはイエスが死んで復活されたことを
信じています。それならば、神はまたそのよ
うに、イエスにあって眠った人々をイエスと
いっしょに連れて来られるはずです」

この第一の復活にあずかる者は幸いな者、
聖なる者である。この人々に対しては、第二
の死は、なんの力も持っていない。彼らは
神とキリストとの祭司となり、キリストととも
に、千年の間王となる。しかし千年の終わ
りに、サタンはその牢から解き放され、」

4節で、「多くの座を見た。彼らはその上
にすわった」というのは、多くの座に座って
いる者たちで、教会の聖徒たちだと思われ
ます。「聖徒が世界をさばくようになること
を知らないのですか」（Ⅰコリ6:2）と、パウ
ロは異邦人教会であるコリントの教会の
人々に語っています。

同じく黙示録20章4節で、「イエスのあ
かしと神のことばとのゆえに首をはねられた
人たちのたましいと、」と言うのは、イエスを
信じ、伝道したゆえに、大患難時代前半に
殉教した人たちです。そして、「獣やその像
を拝まず、その額や手に獣の刻印を押され
なかった人たちを見た」（4節）と言うのは、
大患難時代後半に殉教した人々です。

20章4節と5節で、「彼らは生き返って、
キリストとともに、千年の間王となった。そ
のほかの死者は、千年の終わるまでは、生
き返らなかった。これが第一の復活である」。
大患難時代に殉教した人々は、最も困難な
時を通るからでしょうか、特別な扱いを主
から頂き、千年間、王となる約束が与えら
れます。この人々は、第一の復活にあずかっ
ていますから、教会とは違います。

大患難時代で殉教した聖徒たちは、教会の
聖徒たちと同様に、千年間、王となって、メシ
ア王国で活躍します。では、大患難時代を通
る聖徒たちと、教会の聖徒たちとは同じでは
ないかと思ってしまいますが、教会はキリスト
の花嫁であり、永遠にキリストの花嫁です。
千年間だけキリストの花嫁となって、王とな
り祭司となって働くだけではありません。

大患難時代を通る聖徒たちは、天国でキ
リストの花嫁の婚姻が行われている時には、
遭遇しません。その時は両者、地上と天と
に分かれていたからです。彼らは、第一の
復活にかかわっていますから、旧約の聖徒
たちと同じ時に、この地上で復活します。

ただ私としては、この最後の人にも、あなたと同じだけ上げたいのです
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イエス・キリストを救い主と信じている教
会の人々は、死ぬと天国に行きます。彼ら
の霊と魂は、天で主と共にいましたが、キ
リストの花嫁を迎えにこられる主は、その
人々も一緒に天から連れて来られます。

4章15節と16節で、「主が再び来られる
ときまで生き残っている私たちが、死んでい
る人々に優先するようなことは決してありま
せん。……ご自身天から下って来られます。
それからキリストにある死者が、まず初めに
よみがえり、」とあり、生き残っている教会は、
亡くなった人より先に、復活の栄光の御体
を頂くことはありません。まず亡くなった
人々の体が墓から復活し、主と共に来た霊
と魂と合体して栄光の御体になります。

17節で、「次に、生き残っている私たちが、
たちまち彼らといっしょに雲の中に一挙に引
き上げられ、空中で主と会うのです。このよ
うにして、私たちは、いつまでも主とともに
いることになります」。生き残っている私た
ちは、コリント人への手紙 第一15章52節
に記されているように、瞬時に生身の肉体
から栄光の御体に変えられるのです。こうし
て、教会は千年間だけではなくいつまでも
主と共にいるのです。

一旦、大患難時代が始まると、ダニエル
書9章27節に預言されているように、7年
間続きます。マタイの福音書24章36節に
も、「その日、その時がいつであるかは、だ
れも知りません。天の御使いたちも子も知
りません。ただ父だけが知っておられます」
と言うように誰も分からないのです。これは、
教会の携挙のことを語っていると考えられ
ます。その場合、誰にも分らないことで口
論をせず、大患難時代前携挙説なのか、中
間なのか、終わりなのか、常に覚え、主に
従ってどんな患難にも耐えることができる信
仰を持って、牧師先生に従いながら歩んで
いきましょう。

千年王国であるメシア王国の王の王はイ
エス・キリストです。聖徒たちは、大患難
時代を生き延びた人たちから生まれてくる多
くの生身の人間を統治し支配する王となり、
神様の下に導く祭司たちとなっていきます。

たった7年の大患難時代を通過した聖徒
たちが、どうして教会が王となり祭司となる
時に同等の位を頂いているのか、疑問に思
われる方がおられるかもしれません。しかし、
マタイの福音書20章1節から14節で、ブ
ドウ園に雇われた人々のことを、イエス様が
たとえで語られていました。9時、12時、3
時、そして5時から人々が雇われていますが、
どの時間の人も1デナリの報酬が約束され
ました。最後の午後5時、夕方に雇われた
人々がいて、ほんの少しの間しか働いてい
なかったのに、同じ1デナリの報酬を雇い
主から貰いました。

マタイの福音書20章10節から14節、「最
初の者たちがもらいに来て、もっと多くもら
えるだろうと思ったが、彼らもやはりひとり
一デナリずつであった。そこで、彼らはそれ
を受け取ると、主人に文句をつけて、言った。

『この最後の連中は一時間しか働かなかった
のに、あなたは私たちと同じにしました。私
たちは一日中、労苦と焼けるような暑さを
辛抱したのです。』しかし、彼はそのひとり
に答えて言った。『友よ。私はあなたに何も
不当なことはしていない。あなたは私と一デ
ナリの約束をしたではありませんか。自分
の分を取って帰りなさい。ただ私としては、
この最後の人にも、あなたと同じだけ上げ
たいのです」

マタイの福音書20章13節で雇い主が、「友
よ。私はあなたに何も不当なことはしてい
ない。あなたは私と一デナリの約束をした
ではありませんか」と言われました。同様に、
最後に殉教した患難の聖徒たちが、2千年
間、主に仕えていた教会と同じ境遇に置か
れています。また、4千年間、主に従って
きたユダヤ民族にとって、待ちに待っていた
メシアの花嫁が異邦人の教会であったこと
は、苦い思いかもしれません。しかし、神
様に仕えてきた年月の長さだけではなく、
神様は一人ひとりを祝福したいと思ってお
られるのではないでしょうか。神様は誰に
も不当なことはなさらないのです。

(C) edcast.org

エペソ人への手紙1章13節と14節、「こ
の方にあってあなたがたもまた、真理のこと
ば、あなたがたの救いの福音を聞き、また
それを信じたことにより、約束の聖霊をもっ
て証印を押されました。聖霊は私たちが御
国を受け継ぐことの保証です。これは神の
民の贖いのためであり、神の栄光がほめた
たえられるためです」

1章13節で、「それを信じたことにより、
約束の聖霊をもって証印を押されました」と
あり、教会の聖徒たちは、守られるという
約束があります。大患難時代に14万4千人
の伝道師が神の印を押されて、最後まで守
られたように、教会も聖霊の証印によって
守られるのです。

黙示録20章5節では、「そのほかの死者
は、千年の終わるまでは、生き返らなかった。
これが第一の復活である」と述べています。
教会は第一の復活の人々ではなく、ご再臨
の時に主と共に来ることが、ゼカリヤ書14
章5節で述べられています。第一の復活と、
教会の携挙は時間的にも場所的にも違いま
す。なぜなら、教会は携挙して天に上げら
れた後、天で婚姻が行われますから、携挙
の後そして再臨まで、ある程度の時間が掛
かると考えられます。

旧約の聖徒たちと大患難時代の聖徒たち
の復活が、第一の復活です。旧約の聖徒で
あるダニエルに語られているみことばは、ダ
ニエル書12章13節で、「あなたは終わりま
で歩み、休みに入れ。あなたは時の終わりに、
あなたの割り当ての地に立つ」と言われまし
た。ダニエルの霊と魂は天国にいますが、
時の終わりに体の復活があり、霊と魂が復
活した体と合体して、栄光の御体となります。
これが第一の復活です。

20章6節で、「この第一の復活にあずか
る者は幸いな者、聖なる者である。この人々
に対しては、第二の死は、なんの力も持っ
ていない。彼らは神とキリストとの祭司とな
り、キリストとともに、千年の間王となる」
とあります。キリストの花嫁である教会や、
第一の復活にあずかった、旧約の聖徒や大
患難時代の聖徒たちは、栄光の御体を頂い
ている者たちです。千年王国の終わりに起
こる審判のための第二の復活には、全く関
係していません。

また、黙示録9章1節の第五のラッパの
災難の時、「一つの星が天から地上に落ち
るのを見た。その星には底知れぬ穴を開く
かぎが与えられた」とあり、この穴が開けら
れ、煙が立ち上り、同時に悪霊の軍勢が現
れて、人間を苦しめることが許されています。

「底知れぬ所」は、どこまで行っても底が見
えない所だと思ってしまいますが、神学者
たちの考えでは、天井しかない、全く休む
ことができない所だと言われています。黙示
録20章2節で、「悪魔でありサタンである竜、
あの古い蛇を捕らえ、これを千年の間縛っ
て」無名の御使いによってサタンは捕らわれ、
千年間、底知れぬ場所に入れられます。千
年王国では、サタンは働くことができません。

サタンの敗北
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）20章1節か
ら3節、「また私は、御使いが底知れぬ所の
かぎと大きな鎖とを手に持って、天から下っ
て来るのを見た。彼は、悪魔でありサタン
である竜、あの古い蛇を捕らえ、これを千
年の間縛って、底知れぬ所に投げ込んで、
そこを閉じ、その上に封印して、千年の終
わるまでは、それが諸国の民を惑わすこと
のないようにした。サタンは、そのあとでし
ばらくの間、解き放されなければならない」

１節で、「また私は、御使いが底知れぬ
所のかぎと大きな鎖とを手に持って、天か
ら下って来るのを見た」とヨハネが言ってい
ます。ルカの福音書8章で、イエス様がガ
リラヤの向こう岸に行かれた時、悪霊につ
かれた男が墓場で叫んでいました。そこでイ
エス様が悪霊にその人から出ていくように命
じた時、「悪霊どもはイエスに、底知れぬ所
に行け、とはお命じになりませんようにと
願った」（ルカ8:31）。これは、悪霊たちが、
最も恐れている場所だと考えられます。

神学者の中にはユダの手紙1章6節で、「ま
た、主は、自分の領域を守らず、自分のおるべ
き所を捨てた御使いたちを、大いなる日のさ
ばきのために、永遠の束縛をもって、暗やみの
下に閉じ込められました」と記されている「暗
やみの下」も同じ所だと考えられています。

3節で、「底知れぬ所に投げ込んで、そこ
を閉じ、その上に封印して、千年の終わる
までは、それが諸国の民を惑わすことのな
いようにした」。アダムとエバの時から今日
に至るまで、人間を惑わしてきたサタンは、
千年王国では人間を惑わすことが許されな
いだけではなく、底知れぬ所から出ることも
できず、休むこともできないのです。

「サタンは、そのあとでしばらくの間、解き
放されなければならない」（3節）。反キリス
トと偽預言者は、あっけなく火と硫黄との
池に投げ込まれました。彼らはもう二度と
人々を惑わすことはできません。彼らの仕
事は終わりましたが、サタンの仕事はまだ
終わっていないのです。

千年王国の始まり
ダニエル書12章11節と12節、「常供の

ささげ物が取り除かれ、荒らす忌むべきも
のが据えられる時から千二百九十日がある。
幸いなことよ。忍んで待ち、千三百三十五
日に達する者は」とあります。大患難時代の
中間で反キリストは、「自分を高く上げ、神
の宮の中に座を設け、自分こそ神であると
宣言します」（Ⅱテサ2:4）と言っています。
神殿を自分のものとし、常供の捧げ物をも
取り除きました。こうして、反キリストは聖
書暦の42カ月（黙11:2）、つまり1260日間、
神殿を荒らし自分の偶像を置きます。

しかし、イエス様のご再臨によって、反キリス
トは偽預言者と共に火と硫黄との池であるゲ
ヘナに生きたまま投げ込まれます（黙19:20）。

ここで1260日が終わり、30日を足して
1290日になります。恐らく神殿に設置して
ある獣の像や忌むべき捧げ物などを取り除
き、神殿の清めのために、30日かかるのだ
ろうと思われます。

ダニエル書12章12節で、「幸いなことよ。
忍んで待ち、千三百三十五日に達する者は」
と、神殿の清めの1290日に45日を足します
と1335日になります。獣の像が世界中に置
かれていたと思いますが、それらを取り除き、
獣の世界を一掃するのに45日かかったので
す。これらの清めと掃除が終わるまで、生き延
びた者は幸いです。これからいよいよイエス
様とキリストの花嫁の婚宴が始まり、メシア
王国の始まりは教会である新婦が、メシア・
イエス様と共に過ごす祝宴から始まります。

第一の復活と教会の携挙
黙示録20章4節から7節、「また私は、多く

の座を見た。彼らはその上にすわった。そし
てさばきを行う権威が彼らに与えられた。ま
た私は、イエスのあかしと神のことばとのゆ
えに首をはねられた人たちのたましいと、獣
やその像を拝まず、その額や手に獣の刻印
を押されなかった人たちを見た。彼らは生き
返って、キリストとともに、千年の間王となっ
た。そのほかの死者は、千年の終わるまでは、
生き返らなかった。これが第一の復活である。

教会の携挙
教会の携挙（空中再臨）が、いつになるの

かはとても重要な質問です。教会はイエス
様のご再臨前に空中で主と出会う、教会用
語で言う「携挙」と呼ばれている空中再臨の
時に復活します。教会時代の終わりと大患
難時代の始まりの時に起こります（大患難前携

挙説の場合）。

また、生き残っている者は一瞬に変えら
れて、天に引き上げられることが、コリント
人への手紙 第一15章52節に記されていま
す。「終わりのラッパとともに、たちまち、
一瞬のうちにです。ラッパが鳴ると、死者は
朽ちないものによみがえり、私たちは変えら
れるのです」

テサロニケ人への手紙 第一4章13節から
18節、「眠った人々のことについては、兄
弟たち、あなたがたに知らないでいてもら
いたくありません。あなたがたが他の望み
のない人々のように悲しみに沈むことのない
ためです。私たちはイエスが死んで復活さ
れたことを信じています。それならば、神は
またそのように、イエスにあって眠った人々
をイエスといっしょに連れて来られるはずで
す。私たちは主のみことばのとおりに言いま
すが、主が再び来られるときまで生き残っ
ている私たちが、死んでいる人々に優先す
るようなことは決してありません。主は、号
令と、御使いのかしらの声と、神のラッパ
の響きのうちに、ご自身天から下って来られ
ます。それからキリストにある死者が、まず
初めによみがえり、次に、生き残っている私
たちが、たちまち彼らといっしょに雲の中に
一挙に引き上げられ、空中で主と会うのです。
このようにして、私たちは、いつまでも主と
ともにいることになります。こういうわけで
すから、このことばをもって互いに慰め合い
なさい」

テサロニケ人への手紙 第一4章14節、
「私たちはイエスが死んで復活されたことを
信じています。それならば、神はまたそのよ
うに、イエスにあって眠った人々をイエスと
いっしょに連れて来られるはずです」

この第一の復活にあずかる者は幸いな者、
聖なる者である。この人々に対しては、第二
の死は、なんの力も持っていない。彼らは
神とキリストとの祭司となり、キリストととも
に、千年の間王となる。しかし千年の終わ
りに、サタンはその牢から解き放され、」

4節で、「多くの座を見た。彼らはその上
にすわった」というのは、多くの座に座って
いる者たちで、教会の聖徒たちだと思われ
ます。「聖徒が世界をさばくようになること
を知らないのですか」（Ⅰコリ6:2）と、パウ
ロは異邦人教会であるコリントの教会の
人々に語っています。

同じく黙示録20章4節で、「イエスのあ
かしと神のことばとのゆえに首をはねられた
人たちのたましいと、」と言うのは、イエスを
信じ、伝道したゆえに、大患難時代前半に
殉教した人たちです。そして、「獣やその像
を拝まず、その額や手に獣の刻印を押され
なかった人たちを見た」（4節）と言うのは、
大患難時代後半に殉教した人々です。

20章4節と5節で、「彼らは生き返って、
キリストとともに、千年の間王となった。そ
のほかの死者は、千年の終わるまでは、生
き返らなかった。これが第一の復活である」。
大患難時代に殉教した人々は、最も困難な
時を通るからでしょうか、特別な扱いを主
から頂き、千年間、王となる約束が与えら
れます。この人々は、第一の復活にあずかっ
ていますから、教会とは違います。

大患難時代で殉教した聖徒たちは、教会の
聖徒たちと同様に、千年間、王となって、メシ
ア王国で活躍します。では、大患難時代を通
る聖徒たちと、教会の聖徒たちとは同じでは
ないかと思ってしまいますが、教会はキリスト
の花嫁であり、永遠にキリストの花嫁です。
千年間だけキリストの花嫁となって、王とな
り祭司となって働くだけではありません。

大患難時代を通る聖徒たちは、天国でキ
リストの花嫁の婚姻が行われている時には、
遭遇しません。その時は両者、地上と天と
に分かれていたからです。彼らは、第一の
復活にかかわっていますから、旧約の聖徒
たちと同じ時に、この地上で復活します。

ただ私としては、この最後の人にも、あなたと同じだけ上げたいのです
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私たちを愛してやまない神様が、私たちに夢を見ておられます。神様

はご自身の夢を持っておられ、同時に、私たちに対しても夢を見ておら

れます。私たちが神様の夢を一緒に見るようになる時、神様が毎日の

生活のあらゆる領域に働いてくださることを体験します。

聖書を通して約束されている神様の愛と恵みは、イエス・キリストを

信じる信仰によって永遠の命が与えられるだけでなく、イエス・キリスト

がもう一度来られる時、天に引き上げられ（携挙）、千年王国では私た

ちがイエス・キリストと共に世界を治め、最終的に神の創造の御業が完

成して新天新地で生きるようになるというものです。現在、壮大な神の夢

の一部分を生かされていることを黙想する時に、神の大きさに圧倒され

ると同時に、自分の小ささを思い知り、肩の荷が軽くなるのを覚えます。

使徒の働き1章4節から8節、「使徒たちと一緒にいるとき、イエ

スは彼らにこう命じられた。『エルサレムを離れないで、わたしから

聞いた父の約束を待ちなさい。ヨハネは水でバプテスマを授けまし

たが、あなたがたは間もなく、聖霊によるバプテスマを授けられる

からです。』……しかし、聖霊があなたがたの上に 臨むとき、あなた

がたは力を受けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリアの全土、

さらに地の果てまで、わたしの証人となります」

神様が、私たちに与えてくださる聖霊なる神は、私たちにさまざまな

賜物を与えてくださいます。その賜物の目的は、イエス・キリストを人々

に証しして、イエス・キリストの証人となることにあります。

神ご自身が人となられ、この地上を歩まれました。そして、神である

イエス様ご自身が、命を懸けて成し遂げたかったことがあります。

ヨハネの福音書6章40節、「わたしの父のみこころは、子を見て

信じる者がみな永遠のいのちを持ち、わたしがその人を終わりの日

によみがえらせることなのです」

イエス・キリストが命懸けで、私たちのために生きてくださったのは、

私たちに永遠の命を与え、終わりの日に私たちに復活の命を与えるため

でした。この終わりの時とは今の時代のことであり、使徒パウロは啓示

によって、人は信仰によってキリストの復活の命に生きるようになり、携挙

が起きる時に生きている者はキリストと同じ栄光の体に瞬時に変えられ、

先に天に召された人たちは栄光の体をまとって復活すると教えました。

また、復活のイエス様は、パトモス島でヨハネに幻を見せ、これから

起きることと神様の夢の全体像を記すように命じました。

ヨハネの黙示録21章1節から4節、「また私は、新しい天と新し

い地を見た。以前の天と以前の地は過ぎ去り、もはや海もない。私

はまた、聖なる都、新しいエルサレムが、夫のために飾られた花嫁

のように整えられて、神のみもとから、天から降って来るのを見た。

私はまた、大きな声が御座から出て、こう言うのを聞いた。『見よ、

神の幕屋が人 と々ともにある。神は人 と々ともに住み、人々は神の民

となる。神ご自身が彼らの神として、ともにおられる。神は彼らの目

から涙をことごとくぬぐい取ってくださる。もはや死はなく、悲しみ

も、叫び声も、苦しみもない。以前のものが過ぎ去ったからである』」

よく神様は素晴らしいのに、なぜ戦争があるのですか、この地上で悲

劇的なことがあるのですか、と聞かれます。この世の戦争や悲劇的なこ

とは、罪の力によって起こっていることを私たちは聖書を通して知ること

ができます。

しかし今、神様が私たちに見ている夢は、神と人とが共に住み、涙も悲

しみもない、神様ご自身が私たちの涙を全部ぬぐい取ってくださる、その

ような世界です。聖書で言う罪の力に支配され、悶え苦しんでいるこの世

に終わりが来ます。私たちは生い立ちの過程で期せずして傷つき苦しめ

られてきました。しかし、イエス・キリストの愛の十字架はすべての人の罪

をあがない、罪の力を滅しました。新しい天と新しい地（新天新地）では、

罪の力が全く働かない神の恵みだけが働く驚くべき世界が訪れます。

神様が私たちに見ている夢は、新天新地で共に神の愛と恵みの中で

永遠に生きるという遠大な夢です。しかし驚くべきは、神は新天新地の

前味を味わうべく、またその備えのために、キリストの十字架によって罪

のない人生と喜びあふれる命を、私たちに信仰によってすでに与えてく

ださいました。

この事実を知り、この事実に生きるために聖書が与えられました。残

念なことは、この神の夢と計画が記された聖書を多くの日本人がまだ知

らない、読んだことがないという事実です。その結果、「私は私の方法

で生きていきます。人の指図は受けません」と言って、罪の力の下でけ

んか、
ひぼう

誹謗中傷、戦争、争いが絶えない生活を続けています。

聖霊によって夢を描く 

イエス様は、十字架に架けられ復活され、40日間信者に現れた後、

天に帰られました。2千年前のペンテコステの日に聖霊が
くだ

降り、そこか

ら時代が大きく変わりました。聖霊を受ける時、私たちの命が変革され、

聖霊に導かれて父なる神と御子イエスと共に生きるようになります。私た

ちは聖霊様を通して神の語り掛けを聞いて生活するようになります。
そして、イエス様はもう一度、来られます。

ヨエル書2章28節 

「その後、わたしは、わたしの霊をすべての人に注ぐ。あなたがた

の息子や娘は預言し、年寄りは夢を見、若い男は幻を見る。その日、

わたしは、しもべにも、はしためにも、わたしの霊を注ぐ」 

その後とは、使徒の働き2章のペンテコステの日を言っています。そ

うして、ペンテコステの日の恵みは今日も続いています。信仰によって

聖霊の火は求める者の上に注がれ続けています。

神様は、「わたしは、わたしの霊をすべての人に注ぐ」とおっしゃいま

した。もし求めるなら、私たちは全員聖霊を受け取ることができます。

神の霊に満たされて歩むことは、全員に与えられた普遍的な特権です。

そして、この聖霊なる神様は謙遜な方なので、「聖霊様歓迎します。私

をあなたの霊で満たしてください。」「燃やしてください」と祈らなくてはな

りません。「聖霊様、来てください。一人で生きるこの世の暮らしはもう

結構です。聖霊さま、あなたの燃える炎を携えてあなたと一緒に歩みた

いです。来てください」と祈り続けて新生体験をしましょう。

聖霊が注がれる時、私たちは神の息子、娘として神のことばを聞い

て預言をするようになります。私たちの心の耳に神の声が直接届くので

す。ラジオの周波数に例えるなら、永遠の神の周波数と私たちの霊が

同期して、まるで隣に主がいるかのように声を聞くのです。

また、年寄りは夢を見るとはなんと素晴らしいでしょう。年を取ると体

力気力の衰えから将来に対する夢がなくなってきますが、聖霊によって

体力も気力も回復し意欲的に将来を見るようになるということではないで

しょうか。

若い男が見る「幻」という言葉は、ヘブライ語で「夢、ビジョン、啓示」

という意味があります。若い人たちは、夢を見、啓示を与えられ将来の

ビジョンを描きます。聖霊によって霊的な天の御国の扉が開かれ招き

入れられるとはなんと素晴らしい神の恵みでしょう。

ピリピ人への手紙 2章13節、「神はみこころのままに、あなたが

たのうちに働いて志を立てさせ、事を行わせてくださる方です」

神様が私たちに夢をくださる時、その夢は神が描く神の夢の実現に

向けた明確なビジョンの中にあります。私たちに与えられた自分の夢に

対して、神様がくださる啓示によって理解と解釈が与えられる時、私た

ちはそれぞれ個人的に神様から使命と召命を受け取ります。そうして、

神ご自身が、使命と召命の実現に向けて私たちのうちに「志」を立てさ

せてくださいます。

旧約聖書の創世記に出てくるヤコブの12人の息子の一人であるヨセ

フは、寝ている時に神がくださる夢を見ました。その夢は、彼の人生に

目的を与え、彼の生き方はブレることがありませんでした。彼は、幾多

の試練を乗り越え、素晴らしい夢の実現を体験します。そうして、その

夢の実現が、神の夢の重要な一部となっているのを聖書の中に見ること

ができます。

次号は、創世記に出てくるヨセフの生き方を分かち合いながら、主と

共に夢を描いていきましょう。

Omega Grace Letter Vol. 4

主と共に見る夢
─ 聖霊によって夢を描く ─

米国大学を卒業後、クリスチャン実業家として上場企業の代表取締役から
現在は投資家としてセミナー講師としても活躍。
21世紀キリスト教会を開拓し主任牧師となる。
現在、21世紀キリスト教会牧師。オメガ・ジャパン理事長

増山 浩史（ますやま ひろふみ）

「入ってもいいかい。わたしの霊で一緒に歩まないかい」
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米国大学を卒業後、クリスチャン実業家として上場企業の代表取締役から
現在は投資家としてセミナー講師としても活躍。
21世紀キリスト教会を開拓し主任牧師となる。
現在、21世紀キリスト教会牧師。オメガ・ジャパン理事長

増山 浩史（ますやま ひろふみ）

「入ってもいいかい。わたしの霊で一緒に歩まないかい」



イスラエル＆イタリア（ローマ）
10日間の旅

「主を待ち望み、信仰を深める旅」

God’s Plan. God’s Vision. God’s Dream.

聖霊の圧倒的な恵みが注がれますように

2023年5月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

主の尊い御名を心から賛美します。

“永遠の愛がある。永遠の命がある。永遠の住まいがある。永遠の関係がある。”
聖書は、永遠に変わらない神のことばが伝えられています。驚くべき神の恵みは、私たちの経験や予想をはるかに

超え、聖書のことばは必ずその通りに実現します。

「しかし、愛する人たち、あなたがたはこの一つのことを見落としてはいけません。主の御前では、一日は千年の
ようであり、千年は一日のようです」　ペテロの手紙 第二3章8節

OMEGA日本宣教ビジョンプラン2030「OJ47」は、これから想定外な出来事や有事が起こるか分からない時代で
あるからこそ、常に主を愛し、共にとりなし祈り、励まし合い、日本宣教の業に仕えていくことを信仰の土台としています。

「みことばを宣べ伝えなさい。時が良くても悪くてもしっかりやりなさい」　テモテへの手紙 第二4章2節

「兄弟たち。その時と時期については、あなたがたに書き送る必要はありません。主の日は、盗人が夜やって来る
ように来ることを、あなたがた自身よく知っているからです。人々が『平和だ、安全だ』と言っているとき、妊婦に
産みの苦しみが臨むように、突然の破滅が彼らを襲います。それを逃れることは決してできません」

テサロニケ人への手紙 第一5章１～3節

「だれも、悪に対して悪を返さないように気をつけ、互いの間で、またすべての人に対して、いつも善を行うように
努めなさい。いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。すべてのことにおいて感謝しなさい。これが、キリスト・
イエスにあって神があなたがたに望んでおられることです」　テサロニケ人への手紙 第一5章15～18節

　また、私たちは皆、変えられます。復活した主と同じ姿に変えられます。神のあがないは永遠の命、そして、
体のあがないも約束されています。

「私たちはみな、覆いを取り除かれた顔に、鏡のように主の栄光を映しつつ、栄光から栄光へと、主と同じかたちに
姿を変えられていきます。これはまさに、御霊なる主の働きによるのです」　コリント人への手紙 第二3章18節

　2023年4月、復活祭をお祝いするシーズンを迎え、教会暦は、聖霊降臨日－ペンテコステ－ を迎える5月に
入りました。日本の教会、日本のすべての地域の上に聖霊の圧倒的な恵みが注がれ、神の驚くべき御業が豊かに
ありますよう、期待し、今月も共にとりなし祈り合い歩んでまいりたいと思います。

皆様の祈りがどれほど天に積まれており、そしてその祈りが必ず主の時に美しく実を結ぶことと思います。今月も
天にある希望を抱き、主にすべてを感謝し、心からの祝福と繁栄をお祈り申し上げます。

OMEGA２０３０日本宣教ビジョンプラン「OJ47」

オメガプレミアム・グレイスツアー　2024年～2026年

2023

7年の恵みの年

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

第7回オメガプレミアムツアー　イスラエル＆ヨルダン（ペトラ）

第4回　日本列島縦断講演（10～13都道府県予定）

3年半3年半
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第3回　日本列島縦断講演（12～15都道府県予定）

イスラエル＆ヨルダン（ペトラ）
10日間の旅

日程：2025年2月～3月（予定見込み）

満員となりました。御礼申し上げます。

ペトラ遺跡（ヨルダン）

聖パウロ大聖堂

※事前優先予約申し込み期間2023年4月１日～4月15日に定員35名に達し、
40名まで枠を拡大し、申込受付を終了します。
心から御礼申し上げます。

WEB事前優先案内の受付開始！　
2023年5月1日～2023年12月1日まで

いよいよ事前優先予約の申込開始します！　
2023年5月1日よりスタート！！

第5回　栄子・スティーブンスと行く

第6回　栄子・スティーブンスと行く

日程：2024年2月27日～3月7日

お問合わせ・お申込み　オメガ・ジャパン

06-6777-2117
info@omega.or.jp

TEL&FAX
Eメール
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栄子・スティーブンス
第3回オメガグレイス・ジャパンツアー

いよいよ2023年4月20日（木）より申込　受付開始します！

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。
イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。
1996年 B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース日本支部局）設立。
2008年 オメガ・ミニストリーズ、現 一般社団法人オメガ・ジャパンを設立。
現在は、アメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。
日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演者・講師。
幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。

「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。

2030日本宣教プラン「OJ47」日本列島縦断講演 47都道府県 オメガ・ジャパンツアー

2024年春～秋・事前予約申し込み

栄子・スティーブンス

お問合わせ・お申込み　オメガ・ジャパン
06-6777-2117
info@omega.or.jp

TEL&FAX
Eメール添付のチラシ申込書をご活用ください。

イエスは、すべての町々村 を々巡り歩いて、諸会堂で教え、御国の福音を宣べ伝え、
あらゆる病気、あらゆるわずらいをおいやしになった。

マタイによる福音書9章35節

内容について
・礼拝メッセージ
・伝道集会やオープンセミナー 「君は愛されるために生まれた」
　現在の世界情勢等を分かりやすく解説しながら、聖書のテーマは、神の愛であること、世界は、神の愛の完成に向かっていることを伝えます。
・黙示録ハイライトセミナー
・終末論関係（エゼキエル書・ダニエル書など）　例：「永遠の福音」「ダニエルの70週」「異邦人の時が終わる世界情勢」「産みの苦しみと前兆」など
・イスラエルセミナー　例：「イスラエルと再臨の条件」「時が来たしるし」「神のマスタープランとイチジクの木」「主の例祭」など

伝道集会から終末論セミナーなど、日程や内容など、すべてご相談に応じます。すべてのメッセージレジメ資料あり。

（※添付チラシあり）

Omega Japan
一般社団法人オメガ・ジャパン

日本全国へ聖書は神様からのラブレターであり、旧約聖書から新約聖書のすべては、

神様の愛が土台に記されていることをお伝えします。

また、難解だと言われる終末論に関するテーマを、現代の世界情勢を踏まえながら解説し、

不安や恐れではなく、神を愛する心、希望、信仰に満ちあふれるよう、情熱をもって語ります。
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オメガプレミアム・グレイスツアー
Omega Japan

一般社団法人オメガ・ジャパン

〒540-0004 大阪府大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階　Tel＆Fax：06-6777-2117　E-mail：info@omega.or.jp

編集後記

日々、生き物や動物と接しています。うちの庭に大勢の鶏が勝手にやって来て、10個から12個程度、1日1個、卵を温めていきます。
ひよこは殻から出て来てすぐ活動しますが毎日毎日、動物に食われたりめんどりとはぐれたりして亡くなっていき、最後は二羽か
三羽に落ち着きます。大きくなっていくひよこを見て、「ピヨちゃんたち大きくなるんだよ～！」と祈っています。うちの動物たちや
周囲の生き物にも祝福し祈っています。

大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

ゆうちょ 00900-7-313674 ／ 三菱UFJ 玉造支店（普）0125795 ／ 三井住友 玉造支店（普）6695584
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n°
─  聖 書 は 預 言 書 で あ ることを 日 本 人 が 知 るように  ─  

③第4回オメガプレミアム・グレイスツアー「イスラエル&ヨルダン（ペトラ）の旅」
・いよいよ、6月の出発前に、最終の案内や調整が続いています。加速し

続ける時代の中で、今回43名（現地ガイドスタッフ含めて）の祈りが現地で
捧げられます。どうぞ、日本からのオメガツアー団を主の御手と臨在に
包まれた中で、現地のイスラエル・ヨルダンを祝福し、神の国を慕い求め、
主の御顔が照らされる旅となりますよう、共にとりなしお祈りください。

④第5回オメガプレミアム・グレイスツアー「イスラエル&ヨルダン（ペトラ）の旅」
・2024年2月27日～3月7日
・事前優先予約申込期間4月1日～15日、35名の定員が満席となりました。

現在、40名の枠で出発する準備の調整に入りました。感謝を込めて
ご報告いたします。
・日本から、ご再臨の現場となるイスラエルとヨルダンを訪れ、祈る旅の

準備を覚えて、どうぞ引き続き覚えてお祈りください。

祈りの課題
OMEGA2030日本宣教プラン「OJ47」の活動を覚えて
①第2回日本列島縦断講演オメガグレイス・ジャパンツアー2023
・第2回日本列島縦断講演は、2023年9月下旬～11月中旬を予定してい

ます。多数のお申し込みを感謝申し上げます。現在、最終のスケジュール
調整に入っています。引き続き、日本全国の教会と地域のリバイバルを
覚えて共にお祈りください。
訪問予定地域：北海道、埼玉県、東京都、神奈川県、愛知県、京都府、
　　　　　　  奈良県、大阪府、兵庫県

②第3回日本列島縦断講演オメガグレイス・ジャパンツアー2024
・2024年の春～秋を予定しています。

※2023年4月20日から事前予約申込受付を開始します。
添付のチラシ申込書があります。お電話、FAX、Eメール
にて受付します。

主の恵みの年、われらの神の復讐の日を告げ、すべての嘆き悲しむ者を慰めるために。シオンの嘆き悲しむ者たちに、灰の代わりに
頭の飾りを、嘆きの代わりに喜びの油を、憂いの心の代わりに賛美の外套を着けさせるために　　　　イザヤ書61章2～3a節

2023年 主題聖句
主の恵みの年を告げる

オメガ活動ビジョン

オメガ・グレイス・プロジェクト2023－24

第3回 日本列島縦断講演 
オメガグイレス・ジャパンツアー2024　

2024年春～秋予定

第6回 オメガプレミアム・グレイスツアー
栄子・スティーブンスと行く イスラエル＆イタリア（ローマ）10日間の旅 
2023年5月1日（月）から事前優先予約案内スタートします！

日程：2025年2～3月（予定見込み）
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横田 聖子

聖霊の圧倒的な恵みが注がれますように
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主と共に見る夢 ─ 聖霊によって夢を描く ─

06 増山 浩史
Omega Grace Letter Vol .4

Omega Japan

09
日本列島縦断講演 47都道府県 オメガ・ジャパンツアー10
お知らせ／祈りの課題12

いよいよ2023年4月20日より申込受付開始します！
・添付のチラシ申込書があります。お電話、FAX、Eメールにて受付を開始します。

（細井浩子）


